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E −11 　 Ecr （・1・c・… ・・u］・i・・ th・，apy ）直後 に

　　　　　　　出 現す る 棘波 に関す る 研究

E −12　　片麻 痺が みられた脳形成異常例における大脳

　　　　　運動野の興奮性
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【は じめ に 】 E〔T （electroconvulsive 　 thefapy ）後 にその 副作

用 として、稀 にてん かん 発 作が出現することが 知られ てい る。

しか しECT に よ るて ん か ん に 関す る脳 の 生理 学的変化 は

動 物 実 験 で は 検 討 され て い るが 、ヒ トで は研 究 され て い な

い 。そ こで わ れ わ れ は E（コ 直後 に EEG 検 査 を行 い 、棘波

の 出現 状 況を検討 したの で 報告する。
【対 象と方法 】対 象は 当科 入 院中 の 20例で 年齢 は25 〜6
7歳 男7例、女 13例 である。Ecr は患 者あるい は 家族 の

同 意を得て 行っ た。3例 が 2度 目の Ecr で あり、17例 は 初

めて で あ っ た。診 断 は 精神 分 裂病が 8例、躁 鬱 病 が 12例 で

あ っ た。Ecr は 両側 前頭 部 に 3〜13 回 行 わ れ 、い ず れ も症

状 は 改善した。E （rr の 電圧 は 100 〜140V で 、7例 は 有 痙

攣 Ecr 、13例は 無痙攣 Ecr であ っ た。脳 波検査 は E （rr

が 終 了 した 当 日 または 翌 日 に 第
一

回 目が 行 われ た 。 そ の

後 は 棘 波 が 出 現 した例 に 2〜30 おきに検査 を行 っ た 。 検

査 時問 は 約 1時 間 で あっ た。な お、本 研 究 の 脳 波検 査 は 患

者に 同 意を 得て 行 っ た。11 例 で EC
”
r以前 に脳 波検査が 行

われ て い て、全例棘波は み られて い なか っ た。
【結 果 】第

一回 目の 脳波記録 で 棘波 は 13例 で 出 現 し （棘

波 （十 ）群 ）、7例 で 出現 しな か っ た （棘波 （
一

）群 ）。棘波

（十 ）群 は 棘 波 （一）群 に比 べ 、年齢、性別、診断 、痙 攣 の

有 無 で は 有意の 差 は み られな か っ たが、ECJr の 回 数 で は

有 意 に 多か っ た。棘波の 出 現 部 位 は m −T 、a・T 、　F優位 で

あっ た．1例 で は 棘 波 は 8週 間持 続 した が、12 例 で は 1〜2
週 間 で 消 失した。全例 で 臨 床 発 作 を起 こさなか っ た。
【考察】Ecr 前 の EEG 所見、お よび B〔］lr　ecに棘波 は速や

か に消 失 したこ とより、本例で み られ た棘波は ECTIrにより生

じた と考 えられ る。ヒトに も E（r に より、一時 的 で はあるが、
キ ン ドリン グ 現 象 の 初 期 段 階 が 引 き起こされ て い る可 能 性

が示 され た。また、本研究で は前頭 葉 に E（rr を施 行した に

もかか わ らず 、棘波の 分布 は 側頭葉て ん か んで み られ る分

布 と同様 で あ っ た 。 E（丁 後に てん か ん 発 作が 出現す る機 序

は 側頭葉 が 重 要 な役割 を果 たす と推 測 され た。

（目的）脳形成異常があり、片麻卿 ）ある難治性 て んか ん の
一

例に お ける両側大脳 璽動野の 興奮性を、経頭蓋的大脳磁気

刺激法 お よび 直接 電気 刺激法で 検討した。（対象お よび 方

法）対 象は、12 才男児、生下時より主に 巧緻運 動障害が み ら

れる片麻 痺例で 、MRI 上 両側裂脳症および対1則則頭頭 頂葉

に 多ノ胡畄回症がみ られた。両側短母指外転筋（APB ）により、

安静時に 8 の 宇コ イル を用い て頭 皮上か ら閾値の 12倍の 刺

激強度で 両側運動野刺激を行 っ て運 動誘発 電位（MEP ）を導

出し、そ の 潜時と振幅を測 定した。同
一

例 で 、両側大脳運 動

野 上に硬 膜下電極を置き、電気茆1嫐 による MEP とbb較した。

また同 手法によるAPB の MEP の nvaiPti9 を行っ た。（結果）

健側鬪 畄運 動野の 磁 気刺激に より、対側 APB か ら平均潜冒寺

17ms 、振 幅 464μ V の 、同側 APB か ら平均潜時 19ms、振 幅

89μ V の 2 檎波が各 々 導出された。患側大目礪 埋辣 1臘 で
1

は 、闘 阯 棘 1嬲 鍍 に おい ても靦 畑 B からMP 牌 咄

され なか っ た。健側大脳運 動野 の 直接電気 刺激 で は、対側

APB か ら平均潜時22ms、振幅533μ V の 、同側APB か ら平

均牌 寺2跳 、振幅 144μ V の、磁 気刺 敷に よる波形より潜時

はや や 遅れ るが相似の もの が 導出された。患倶鰤 1激で

は艦 諦 緻と隙 こ、齢 の 2倍肚 の 朿棚 鍍 にお い 瑞

両 側 APB か らMEP は 導出されなカ・っ た
。 また健 1貼朝畄運動

野の 電気刺轍 による両側 APB の iriapPtrlgで は、各 々 閾値が

最も低い 部位は 異なり、同側APB は対｛貝IP）もの より1〔hnm 上

方にみ られ た 。 （結論）先天性片麻痺がみられる脳形成異常

例 にお い て、麻痺側遠位筋の 同側支配の
一

次運 動ニ ュ
ー

ロ

ン は、大脳運動野上で 対倶伎 配 の 運動 ニ ュ
ーロン とは異なる

部位に位置し、その 興奮性が増大してい ると思わ れた。
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